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はじめに

令和２年５月

小鹿野町長　森　　真　太　郎

本町における最大の課題は人口減少対策であります。今後も町の活力とな
る若い世代が小鹿野町に住み続けられるよう、子育てしやすい環境や住環境
の整備、就労の支援など複合的に行うとともに、ＵターンＩターンを含めた
移住定住対策に最善の努力をしてまいりたいと考えております。また、中学
校の統合に空き校舎や遊休施設等の空き公共施設の利活用等においても積極
的に取り組んでまいります。

こうした中、本町の財政は、少子化による生産年齢人口の減少等に伴い、
自主財源の根幹である町税の減少が予測されております。また、歳入の約４
０％を占める地方交付税は、合併したことによる特例措置分が平成２８年度
から令和２年度まで段階的に減少していくため、今後、更に減少していくこ
とが予測されております。

しかし、歳出においては、起債の増加に伴う公債費や社会保障費の増加、
老朽化した施設の修繕など、今後も多くの費用を要することが予想され、更
に厳しい財政運営となる見通しであります。

そのため、限りある財源を有効に活用するため、これまで以上にスクラッ
プ・アンド・ビルドを徹底し、選択と集中により、持続可能なまちづくりが
出来るよう、常に町民の言葉に耳を傾け、町の課題である少子化対策や空き
公共施設の利活用など多岐にわたる事業に果敢にチャレンジし、基本理念推
進の３Ｓ、スピード・スマイル・スリムを念頭に、町民ファーストの行財政
運営の実現に向け、予算編成をしたところでございます。

本予算のあらましは、平成３１年度予算を町民の皆様にご理解いただくた
め、主なものについてご説明したものとなっております。

引き続き皆様方のご支援とご協力をお願い申し上げ、発行に当たっての挨
拶といたします。

本 町 の 財 政 は 、 少 子 化 に よ る 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 等 に 伴 い 、 自

主 財 源 の 根 幹 で あ る 町 税 の 大 幅 な 減 少 が 予 測 さ れ 、 ま た 、 歳 入 の

約 ３ ５ ％ を 占 め る 地 方 交 付 税 は 、 合 併 し た こ と に よ る 特 例 措 置 分

が 年 々 減 少 し 、 令 和 ３ 年 度 に は 特 例 措 置 が 無 く な る な ど 、 非 常 に

厳 し い 財 政 運 営 に な る と 予 測 さ れ ま す 。 し か し 、 歳 出 に お い て は 、

起 債 の 増 加 に 伴 う 公 債 費 の 増 加 や 高 齢 化 に 伴 う 社 会 保 障 費 の 増 加 、

老 朽 化 し た 施 設 の 修 繕 な ど 、 今 後 も 多 く の 費 用 を 要 す る た め 、 歳

入 ・ 歳 出 と も に 見 直 し を 行 う こ と は 必 要 不 可 欠 と な っ て お り ま す 。

そ の た め 、 歳 入 に お い て は 国 県 支 出 金 な ど の あ ら ゆ る 財 源 の 確

保 に 取 組 み 、 歳 出 に お い て は 、 限 り あ る 財 源 を 有 効 に 活 用 す る た

め 、 こ れ ま で 以 上 に ス ク ラ ッ プ ・ ア ン ド ・ ビ ル ド を 徹 底 す る と と

も に 、 事 業 の 優 先 性 、 重 要 性 、 費 用 対 効 果 が 町 民 に と っ て 真 に 必

要 な も の な の か 十 分 検 証 し 、 町 民 の 声 に 耳 を 傾 け 、 町 民 フ ァ ー ス

ト の 行 財 政 運 営 に 向 け た 予 算 編 成 を し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。

ま た 、 中 国 の 武 漢 市 で 発 生 し 、 世 界 的 に 感 染 が 拡 大 し て い る 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 で す が 、 日 本 国 内 に お い て も 医 療 ･ 経 済 ･

教 育 な ど あ ら ゆ る 方 面 に 多 大 な 影 響 を 与 え て お り 、 小 鹿 野 町 も そ

の 例 外 で は あ り ま せ ん 。

そ う し た 中 、 政 府 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 緊 急 経 済 対 策 と

し て 、 全 国 民 に 一 律 １ ０ 万 円 を 給 付 す る 「 特 別 定 額 給 付 金 」 や 収

入 の 減 少 し た 中 小 企 業 ・ 個 人 事 業 主 に 対 し て の 「 持 続 化 給 付 金 」 、

児 童 手 当 受 給 世 帯 へ 児 童 一 人 当 た り １ 万 円 を 上 乗 せ す る 臨 時 特 別

給 付 金 な ど 、 様 々 な 経 済 対 策 を 打 ち 出 し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。

小 鹿 野 町 に お い て も 、 国 の 経 済 対 策 に 沿 っ た 事 業 を 速 や か に 実

施 し て い く と と も に 、 新 た に 創 設 さ れ た 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 対 応 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 」 を 十 分 に 活 用 し 、 町 民 の 生 活 を 支

援 し て い け る 町 独 自 の 事 業 を 提 案 し て ま い り ま す 。

本 予 算 の あ ら ま し に つ い て は 、 令 和 ２ 年 度 予 算 を 町 民 の 皆 様 に

ご 理 解 い た だ く た め 、 主 な も の に つ い て ご 説 明 し た も の と な っ て

お り ま す 。 な お 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 、 や む な く 事

業 の 延 期 ま た は 中 止 と な る 場 合 も ご ざ い ま す 。

引 き 続 き 皆 様 方 の ご 支 援 と ご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げ 、 発 行 に 当

た っ て の 挨 拶 と い た し ま す 。
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【新規】

担当：まちづくり推進室

【継続】

担当：総合政策課

【継続】

担当：総合政策課

【継続】

担当：総合政策課

【継続】

担当：総合政策課

【継続】

担当：建設課

１　人口減少にまけない　小さくても輝き続けるまち

　５年以上の町外居住期間がある方や新たに転入した方が、新築・購入により住宅を取得した場
合、住宅にかかる固定資産税の納付相当額を奨励金として、条件により５年間または２年間交付
します。また、子育て世帯の新築・中古住宅購入や新婚世帯、転入した若年世帯の民間賃貸住宅
家賃についても助成します。

定住促進事業費 332万円

　町営住宅の長寿命化対策として、昨年に引き続き美屋団地の外壁改修工事を実施します。ま
た、老朽化した住宅の解体撤去を進めていきます。

関係人口創出推進事業費 223万円

お試し居住住宅管理事業費

2,341万円

移住促進事業費 958万円

　定住者の就職や結婚・住居の取得など人生の転機において、小鹿野町に住み続けるこ
とを選択したくなるまちづくりを進めます。人口の減少を抑制するため、住まいや仕事
の確保なども含めた積極的な移住・定住対策を進めます。
　町の内外を問わず、小鹿野町を愛し、まちづくりに関わる人を増やすことで、町内外
の人材の技術・知識を融合させ、まちの活性化を図ります。

　空き公共施設等を活用したリモートオフィス・テレワークを試行実施し、都市圏企業へ勤める
方に対して働き場所を提供することにより関係人口の増大を図ります。

　関係人口及び交流人口の拡大を図るため、地域おこし企業人による事業の推進や移住相談窓口
の運営など、総合的な移住対策を実施します。

若手職員プロジェクトチーム事業費 68万円

77万円

　移住を検討している方を対象に、松坂団地内の医師住宅
を活用し、移住する前に小鹿野の四季や文化など、町での
暮らしを体感していただくため、お試し居住住宅の運営を
行います。

町営住宅修繕費

　志気の高い若手職員によってチームを組織し、人口減少に係
る様々な課題へ積極的に取り組むため、調査研究や先進的な取
り組みを行っている自治体への視察研修を実施します。

住み続けたいまちづくり・交流活動の推進
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【一部新規】

担当：総合政策課

【一部新規】

担当：おもてなし課

【一部新規】

担当：産業振興課

【新規】

担当：産業振興課

　地域おこし協力隊をはじめとする外部人材との協働や官民連携など、新たな風を巻
き込んだまちづくりを進めます。

地域おこし協力隊事業費 2,446万円

集落支援総合対策事業費 700万円

観光パワーアップ事業費 949万円

　小鹿野町への移住および移住後の仕事づくりの支
援などを中心に、移住促進事業や自由提案事業など
を実施しております。令和２年度も、新たに隊員を
追加募集し、町の活性化を促します。

２　本町の自然や特性を活かした地域経済の創生

　農林業については、若い人が新たに農林業を始めることができる環境を整備するとと
もに、「おがの」ならではの、「おがのでなければ買えない・食べられない」特産品の
開発を目指します。また、水路の整備や有害鳥獣対策も推進します。

　観光関連の地域おこし協力隊による事業費です。小鹿野
町の観光名所である両神山麓花の郷ダリア園の作業支援及
びＰＲ活動、新たな商品開発などに取り組んでおります。
令和２年度は、新たに１名が加わり、ダリア園を中心とし
た観光のさらなる活性化を図ります。

産業イノベーション事業費 1,382万円

　集落支援員２名を配置し、地域の農業や有害鳥獣対策など、集落の維持を支援します。

令和２年度は、新たに農業や林業に関連した事業で活動す
る隊員２名が加わり、地域農林業の活性化を図ります。

外部人材などの活用

農林業の振興
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【一部新規】

担当：産業振興課

【一部新規】

担当：産業振興課

【一部新規】

担当：産業振興課

【継続】

担当：産業振興課

【継続】

担当：産業振興課

【継続】

担当：産業振興課

【継続】

担当：産業振興課

新規就農者等育成事業費

　蜂蜜を活用した６次産業化の事業です。今年度も引き続き蜂蜜酒の試験醸造など、商品化に向
けての事業を実施します。今年度は、東京ドームふるさと祭りや蜂蜜フェスタなどのイベントに
も参加いたします。

　有害鳥獣の捕獲数は年々増加しており、駆除を実施している猟友会
の負担も大きいため、引き続き免許の更新などに係る費用を助成しま
す。また、獣害防止用保護柵等への助成も行うなど、農作物被害の減
少を図ります。

176万円

　商工業については、既存の団体や若手経営者との協働により商店街の魅力の向上に努
めるとともに、「地域の稼ぐ力」を高めます。また、既存商工業の発展を促進しながら
も、ＩＴ化など、時代のニーズに即した業態への転換も積極的に図ります。

914万円

　森林環境譲与税を財源とした森林整備や木材利用を
推進します。木材利用および木育を推進するため、木
材おもちゃや木製ベンチなどを作製するほか、昨年の
台風第１９号により被害を受けた沢沿いの森林整備を
実施します。

森林環境税運用事業費 869万円

山村活性化支援事業費 1,062万円

　町の農業振興のため、出荷等の販売を目的に営農している新規就農者、規模拡大者、新規作物
導入者等に助成します。また、今年度は研修用ハウスを建設し、新規就農者が学びやすい環境を
整備いたします。

有害鳥獣駆除実施費 1,377万円

次世代担い手自立促進事業費 750万円

　新規就農者の農業経営を安定させ、継続して営めるよう、新たな農
地を取得または借り受け、独立して自営農業を始めてから経営が軌道
に乗るまでの間、最長５年間資金面で支援します。

水路維持管理費 1,852万円

　小鹿野用水水位計の通信システムの改修や腰ノ根地内他３カ所の用水路への転落防止柵の設置
工事などを実施します。

企業支援事業費

　地元企業の更なる発展を目指すため、ＩＴ技術活用の重要性意識の醸成を構築することで、生
産性の向上や県内外企業との競争力強化を図ります。また、ＩＴコーディネーターによる経営相
談や業態転換の支援を実施します。

商工業の振興
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【一部新規】

担当：おもてなし課

【継続】

担当：おもてなし課

【継続】

担当：産業振興課

【新規】

担当：まちづくり推進室

【新規】

担当：おもてなし課

【新規】

担当：おもてなし課

　観光については、歴史と自然を生かした「花と歌舞伎と名水の町」を更に推進すると
ともに、新たな資源を活かした観光振興を図ります。

　クライミングパーク神怡舘の施設運営管理費です。昨年
度、旧山西省日中友好記念館（通称：神怡舘）をクライミ
ング施設へと改修しました。

地域商社事業費

鳳鳴館施設管理費 58万円

　町民の居住環境を改善し生活の向上を図るとともに、町内経
済の活性化を促すため、町内居住者を対象に、住宅リフォーム
資金の一部を助成します。一般住宅のリフォームのほか、昨年
度から店舗のリフォームも対象とするなど対象範囲を拡大して
います。

3,088万円

　毘沙門水を活用したかき氷「毘沙門氷」を推進するため、倉
尾ふるさと館内に製氷機を導入します。

店舗・住宅リフォーム資金助成事業費 600万円

商工関係団体等補助金 745万円

倉尾ふるさと館管理運営費 788万円

　昨年度に引き続き、シルクロード商店会への助成を行うほか、西秩父商工会に対しても助成す
るなど、商工業の発展に寄与します。

神怡舘施設管理費 400万円

　町の観光事業および観光施設運営を見直すとともに民間活力
を導入し、地域商社・観光ＤＭＯを設立するなど、新たな取り
組みを推進します。

　鳳鳴館の施設運営管理費です。クライミングパーク神怡舘の
運営開始とともに山岳情報の発信や利用者の休憩施設として使
用します。

観光の振興
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【一部新規】

担当：おもてなし課

【継続】

担当：おもてなし課

【一部新規】

担当：おもてなし課

【一部新規】

担当：おもてなし課

【一部新規】

担当：おもてなし課

【新規】

担当：産業振興課

両神山麓花の郷ダリア園支援事業費 305万円

クライミングによるまちおこし事業費 1,082万円

　金融機関と連携し、町内での起業にあたっての借入に対しての利息分を助成します。

　町内への定住を促進する上で、就労の場の確保が重要です。経営者と協力しながら若
者や子育て世帯が働きたいと感じる雇用の場の確保や、高校生の就労支援に努めるとと
もに、起業・創業への支援を行います。

創業・起業資金対策事業費 50万円

　四阿屋山を中心とした両神国民休養地、両神山を中心とした秩父多摩甲斐国立公園や丸神の
滝、二子山など小鹿野町自然公園内の維持管理等を行う事業です。昨年の台風第１９号により被
害を受けた、両神山日向大谷入口駐車場の復旧・整備工事を行います。

　小鹿野町観光協会への補助金を交付し、町の観光振
興を図ります。また、尾ノ内氷柱やダリア園などの観
光地を持続可能な観光地とするため、観光協会におい
て有償ボランティアの募集を行い、地域観光の維持に
取り組みます。

　クライミングパーク神怡舘の運営事業を中心に展開する「クライミングによるまちおこし」に
伴い、イベントの開催や事業に携わる地域おこし協力隊員等に係る事業です。

アウトドア・アクティビティ推進事業費 92万円

　アウトドアを主に扱っている民間企業と連携し、町の自然を活用したアクティビティを開発す
るなど、アウトドア関連の観光振興を図ります。

自然公園等維持管理費 3,722万円

観光協会補助事業費 917万円

　両神山麓花の郷ダリア園の観光を促進するため、開園時の無料送迎バスや交通整理員の配置な
どの支援を行います。またダリア園の観光客増加に伴い、園内の水道利用も多様化してきている
ため、滅菌器を設置し衛生的な環境を整備します。

起業・就労支援
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【新規】

担当：住民生活課

【一部新規】

担当：住民生活課

【新規】

担当：学校教育課

【一部新規】

担当：学校教育課

【継続】

担当：学校教育課

【継続】

担当：学校教育課

３　かがやく未来へ　おがの人づくり

　幼児教育・保育及び学校教育については、伝統文化や地域の人々との交流を通じて、
まちの将来を担う子どもたちが、ふるさとの良さを実感し、町に貢献しようとする、
「郷土小鹿野に根ざした人づくり」を進めます。

こども園運営費 586万円

　昨年度に引き続き、児童生徒の学力向上や親子
共学を目指し、英検・漢検の受験講座、科学講
座、中学生未来塾などを小鹿野高校や民間塾講師
などの協力により実施します。また、歌舞伎保存
会の協力のもと、昨年度好評であった英語劇で歌
舞伎を実施します。

学校教育支援事業費 5,719万円

　小鹿野幼稚園・小鹿野保育所・両神保育所が統合され、３歳児から５歳児の保育・教育を行う
幼保連携型認定こども園「おがのこども園」が新たに開設され、その管理運営に関する事業費で
す。

　おがのこども園開設に伴い、０歳から２歳児の保育施設として、名称を「おがの保育所」へと
変更しました。令和２年度は適切な保育環境を整備するため、厨房等施設の改修工事を実施しま
す。

　学校内における会議資料や学習プリント等の印刷など授業の準備補助を行う、スクール・サ
ポート・スタッフを配置し、学校運営のサポートをします。

1,386万円

スクール・サポート・スタッフ配置事業費 213万円

義務教育支援事業費 5,115万円

小鹿野未来塾開催費 3,539万円

おがの保育所維持管理費

　児童・生徒に対する給食費及び教材費の無料化
を引き続き実施し、子育て世帯の経済的負担の軽
減と子育て環境の充実を図ります。

　今年度もＩＣＴ支援員や複式学級の支援を継続して実施するととも
に、新たに各学校毎の提案による「学校やる気応援事業」を実施し、
各学校の取り組みを支援します。

幼児教育・保育・学校教育の充実
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【一部新規】

担当：学校教育課

【一部新規】

担当：中央公民館

【一部新規】

担当：両神公民館

【一部新規】

担当：社会教育課

【一部新規】

担当：社会教育課指定文化財管理費 1,339万円

文化センター施設整備費 9,000万円

　文化センターの施設整備事業費です。老朽化している施設
を計画的に改修しており、今年度は、舞台機構（吊物および
音響、照明等）の改修工事やホワイエ内壁の修繕工事などを
実施します。

文化財資料整理事業費 661万円

　各文化財の管理に対して奨励金を交付するほか、昨年度に引き続き、薬師堂の木造十二神将立
像等の保存修理事業及び飯田八幡神社の屋台保存修理事業へ助成するほか、宗吾神社の舞殿、古
鷹神社の杉、諏訪森記念館等の保存修理事業に対しても補助金を助成し、文化財の保護に努めま
す。また、昨年の台風第１９号で被災した、犬木の不整合見学路の復旧工事も実施します。

2,061万円

　両神ふるさと総合会館の維持管理費です。老朽化してきている施設の改修工事を実施します。
２階ロビーの空調工事のほか、タイルカーペットの交換工事などを実施します。

　貴重な資料である合角ダム水没地域の資料を引き続き整理するほか、地質関係の資料について
保存・整理・展示等を推進します。

　生涯学習（芸術・文化を含む）については、多様化する町民のニーズを的確に捉えた
学習機会を提供していくとともに、幅広い世代の学びをとおして地域を引っ張っていく
リーダー的人材の育成を推進します。

　小鹿野中学校の特別教室４教室にエアコンの設置や第二体育館のトイレの改修工事を行うほ
か、雨天時には水溜まり等で悪路となっている第二体育館前を、スクールバスのロータリーとし
て安全に利用できるよう舗装工事を行います。

総合会館維持管理費

学校施設整備費 4,400万円

生涯学習・芸術・文化活動の充実

木造十二神将立像 飯田屋台 宗吾神社舞殿 犬木の不整合見学路
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【一部新規】

担当：社会教育課

【一部新規】

担当：社会教育課

【継続】

担当：社会教育課

【継続】

担当：社会教育課

歌舞伎のまちづくり事業費 592万円

　小鹿野歌舞伎は町を代表する伝統芸能でありま
すが、昨年度文化センター２階図書室を歌舞伎さ
ろんへと改修し、地域文化の情報発信を実施して
います。今年度は、歌舞伎・郷土芸能祭の開催５
０回を迎える年であり、記念誌の作成や記念事業
を実施する予定です。

ロードレース大会開催費 336万円

総合運動公園維持管理費 1,411万円

スポーツ振興費 460万円

　総合運動公園内の野球場およびテニスコート、
ナイター設備等の維持管理を行います。今年度
は、野球場の内外野間の芝のすき取りやグラウン
ドの不陸調整を行うほか、バックネット部分の衝
撃緩衝マットの交換等を行い、利用しやすい環境
整備を実施します。また、相撲場の建設に向けて
地質調査等も実施します。

　毎年町内外から多くの参加者があり、盛大に開催されていま
す。町民の健康増進と町のＰＲも兼ねて、引き続き実施しま
す。

　町民がいつまでも健康で活き活きと暮らすことができるよう、ライフスタイルに合わ
せたスポーツ・レクリエーションの普及・促進を図ります。

　町民の健康づくりと生涯スポーツの推進を図るため、スポーツ少年団やスポーツ協会に助成を
行い、育成に努めます。また、地区運動会等の事業も支援いたします。

スポーツ・レクリエーションの充実
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【継続】

担当：社会教育課

【継続】

担当：総務課・社会教育課

【一部新規】

担当：総合政策課

【一部新規】

担当：総合政策課

青少年相談員活動費・青少年健全育成対策費 73万円

　児童・青少年の健全育成については、子どもたちの自主的な活動を育みながら、地域
社会の一員としての自覚と責任を身につけた人材の育成に努めます。

　児童生徒及び青少年の健全育成を目的に、青少
年相談員による子供ソフト・ポートボール大会や
バスハイク、また、青少年育成推進員によるパト
ロールなどを行っています。

　町民の人権意識の向上や人権教育を推進し、差別意識や偏見などによる人権侵害の抑
制を図ります。男女共同参画社会の実現に向けた施策を推進し、男女がお互いに支え合
い、だれもが性別や年齢に関わりなくその個性と能力を十分に発揮でき、安心して生活
できる社会の実現を目指します。

　年齢・性別・国籍など様々な人権問題の解消を
図り、一人ひとりの人権を尊重し、温かい共生社
会の実現を目指します。

企画事務費【一部】 135万円

　県立小鹿野高等学校の魅力化・活性化と地域創生を結びつけ、双方向の支援・協働体
制の確立に向けて全町が一体となった取り組みを推進します。

　定住自立圏を推進する事業です。秩父市が中心となり１市４町で、医療、保健・福祉、教育、
産業振興、教育、環境など様々な事業に取り組んでいます。
　令和２年度も引き続き、高校との連携事業、免許返納者への交通費支援事業を実施します。

ちちぶ定住自立圏推進事業費 1,500万円

人権施策推進事業費・人権教育推進事業費 141万円

　小鹿野高校・地域・町との連携を推進するための協議会の設置など、魅力ある小鹿野高校に向
けて取組を推進します。

児童・青少年の健全育成

人権の尊重と男女共同参画

県立小鹿野高等学校との協働
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【継続】

担当：住民生活課・保健課

【継続】

担当：住民生活課

【継続】

担当：住民生活課

【継続】

担当：住民生活課

【一部新規】

担当：住民生活課

４　すべての世代に配慮された社会保障の充実

　小鹿野庁舎内にある「ほっとママステーション」を中心に、保健師や保育士などの専
門職による、妊娠期からの切れ目ない子育て支援を行うとともに、地域全体で子育て世
代の支援体制を強化します。

　プレーパーク事業を行う団体及び指導者育成のための支援並
びに事業の啓発を実施します。

　今年度も引き続き不妊治療、不育症の検査・治療への助成や
法定健診ではない２歳・５歳児健診を実施するほか、保護者が
楽しく効果的に学べる学習活動も実施します。また、妊婦健診
や育児ギフト、母乳ケアなど妊娠期から子育てまで支援しま
す。

　町営の両神学童保育室と４つの民間学童保育室の運営に係る費用です。各小学校区ごとに設置
されており、子どもの「遊び」及び「生活」を支援することを通して子どもの健全育成を図り、
子育て世帯を支援します。

　次世代を担う児童の健全育成と子育て家庭の経済的負担を
軽減し、少子化対策を図るため第１子及び第２子を出産した
方へ５万円、第３子以降のお子さんを出産した方へ５０万円
を支給します。

放課後児童対策事業費
民間放課後児童対策事業費

5,936万円

母子保健費 1,539万円

子育て支援センター運営費 895万円

プレーパーク事業費 266万円

子育て支援金給付事業費 480万円

　子育て支援センターの運営にかかる事業
費です。専任保育士が常駐し、子育て家庭
に対する育児相談や子育てサークルの育成
支援など、子育て関連の情報提供を行って
います。また、親子の遊びの広場や一時預
かり保育を実施するなど子育て支援事業に
取り組んでいます。

子育て支援の充実
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【継続】

担当：住民生活課

【継続】

担当：住民生活課

【継続】

担当：福祉課

【継続】

担当：福祉課

【継続】

担当：福祉課

【継続】

担当：福祉課

【一部新規】

担当：保健課

　小鹿野町から町外の高等学校へ通学する生徒及び町外から
小鹿野高等学校へ通学する生徒に対して、通学費を月額最大
３，０００円助成します。

　高齢者福祉支援については、増加する介護需要に対応できるよう、福祉サービスの安
定的な供給に努めるとともに、高齢者自身が地域づくりの担い手として生きがいをも
ち、健康で暮らすことができる環境づくりを進めます。

後期高齢者医療特別会計繰出金 17,146万円

老人クラブ関係費 100万円

　老人クラブは町内各地に結成されており、地域のボランティ
ア活動や趣味の活動に励んでいます。

シルバー人材センター運営費補助金 800万円

　シルバー人材センターは、地域の経験豊かな高齢者の方々に仕事を斡旋し、働くことを通じて
高齢者の生きがいと健康づくりに寄与し、活力ある地域社会づくりに貢献しています。

　障害者福祉については、障害者が活き活きと生活できるまちを目指し、障害のある人
もない人も身近な地域で共に支え合う共生社会の実現に向けた取り組みを推進します。

　７５歳以上の方が加入している保険です。高齢者の健康づくりを推進しながら、保険事業を維
持します。

精神障害者共同作業施設費 1,350万円

　ふれあい作業所の環境整備のため調理場の空調改修工事を実
施します。

介護保険事業費 21,150万円

　介護予防事業の充実及び緩和型の総合事業の実施に積極的に取り組み、介護給付費の増加を抑
制していき、保険事業の安定的な運営を確保します。

通学費助成事業費 288万円

こども医療費 3,484万円

　０歳から１８歳までのこども医療費を一部無料化し、子育て世帯の負担軽減を図るとともに疾
病の早期発見を促進し、乳幼児及び児童の保健の向上と福祉の増進を図ります。

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

12



【一部新規】

担当：福祉課

【継続】

担当：福祉課

【新規】

担当：保健課

【継続】

担当：保健課

【一部新規】

担当：保健課

【継続】

担当：保健課

　特定健診の受診を促し定期的な受診を行うことで、早期発見・早
期治療につなげ、医療費削減を図ります。人間ドックや各種がん検
診、ピロリ菌検査等に対し、引き続き助成を行います。小児生活習
慣病の予防健診も実施します。

障害者総合支援事業費
障害者地域生活支援事業費
障害者等生活支援事業費

39,358万円

　重度心身障害者医療費 4,168万円

　障害のある方に対し、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう支援するととも
に、引き続き医療や福祉サービス、福祉用具などの費用を助成します。また、民間の障害者就労
施設の運営や基幹相談支援センターの設置など支援します。

小児予防接種費・予防接種費 2,640万円

健康指導費 535万円

健康増進プログラム推進事業費 108万円

　重度心身障害者に対し、医療の給付に係る一部負担金等について、助成金を支給し、経済的負
担を軽減します。

　健康づくりについては、健康寿命の延伸に向けて正しい食生活習慣、運動習慣の普及
に努めるとともに、家族ぐるみで取り組む健康対策を推進します。医療については、国
保町立小鹿野中央病院を核とする地域医療体制の安定的な運営に努めます。

　フレイル（加齢により心身が老い衰えた状態）対策を重点項目とし、低栄養、筋肉量低下によ
る身体機能の低下予防や生活習慣病等の重症化予防のため、いきいき館等での相談や訪問指導な
どを実施します。

小児健診費・検診費 1,506万円

　地域や個別の健康指導など保健活動を進める事業です。コバトン
健康マイレージの推進や「いつでも健康相談」委託事業、小学生へ
のフッ素洗口および口腔指導などを実施することで、医療費の削減
を目指します。

　乳幼児・児童生徒・高齢者等に感染症の予防接種を行います。引
き続き、中学３年生のインフルエンザ予防接種の無料化や高齢者の
肺炎球菌ワクチン、麻疹・風疹への予防接種に助成します。また、
新たにロタウイルスワクチンの予防接種を実施する予定です。

保健・医療の充実
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【継続】

担当：福祉課

【継続】

担当：保健課

【継続】

担当：保健課

【新規】

担当：まちづくり推進室

【一部新規】

担当：建設課

病院事業負担金 27,987万円

スポーツ・名水ゾーン活性化推進事業 110万円

　国保町立小鹿野中央病院は、地域の中核病院であるとともに、地
域包括ケアの中心となる施設です。今後も地元医師会の支援等によ
り、安定した診療体制を確保するとともに、地域に親しまれ信頼さ
れる病院を目指します。

道路管理費 2,525万円

医学生修学資金貸付事業費 540万円

　旧三田川中学校および周辺スポーツ施設の民間活用による地域活性化、交流人口増加のための
調査等を実施します。

５　快適で安心して暮らせる環境の整備

　道路・公共交通については、町民の通勤・通学や生活の利便性を向上させるため、道
路の改良を計画的に進めるとともに、長尾根のトンネル化をはじめとする幹線道路の整
備を促進します。

　自然豊かな町・小鹿野の魅力を活かしたまちづくりを進めるうえで、秩序ある土地利
用が不可欠です。そのため、農業やスポーツ、観光など地域の特性に応じたまちづくり
を進めるとともに、既存の公共施設の有効活用を図ります。

　医師又は看護師を目指し、将来地域医療に携わっていただける学生等に対して修学資金を貸し
付けます。指定する条件を満たした場合に修学資金の一部又は全部の償還が免除されます。

国民健康保険特別会計繰出金
国民健康保険制度改正対策事業費

11,360万円

　国民健康保険は町民の約３分の１の方が加入している重要な保険です。現在は県での広域運営
となっておりますが、被保険者の負担軽減のため、引き続き一般会計からの繰出を実施します。
今後も、医療給付費の抑制を図るため、より一層保健事業を充実します。

　町道の維持管理に係る事業です。今年度より、道路の除雪作業を円
滑に実施するため、除雪作業車両の維持管理費の一部を含め、除雪業
務を委託します。また引き続き、行政区において実施した場合に、費
用の一部を助成し、降雪時の早急な交通状況の改善に努めます。

道路・公共交通

地域整備と公共施設の有効活用
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【一部新規】

担当：建設課

【継続】

担当：建設課

【継続】

担当：建設課

【継続】

担当：おもてなし課

【継続】

担当：おもてなし課

【一部新規】

担当：総合政策課

【継続】

担当：総合政策課

　小鹿野・下小鹿野・伊豆沢・長若地区の地域内及び薬師の湯を運
行範囲として、乗合タクシーの運行を行っています。ご利用には事
前の登録が必要となります。

企画事務費（一部） 200万円

期成同盟会等事務費

　町営バスの運行を行うほか、地域乗合バス路線の確保のため、西武観光バスの志賀坂線及び倉
尾線の運行に対して、助成を行っています。７７歳以上の方は、優待券のご利用により無料でご
利用いただけます。

12万円

　町道の舗装や改良、維持管理に係る費用です。毎年度、
地元からの要望等により改良工事等実施しています。町道
７０２号線の舗装工事の外１２路線の工事を実施します。

　交通安全対策として、トンネル内照明のＬＥＤ化工事を計画的に実施します。令和２年度は落
葉松トンネルの照明ＬＥＤ化を実施します。

8,948万円

　町営バスや西武観光バス、乗合タクシーなどの公共交通機関の利便性をよくするための調査・
検討を実施します。

　西関東連絡道路の皆野秩父バイパスが開通し、交通の利便性が向上しました。今後も引き続き
国道１４０号バイパスの延伸や長尾根のトンネル化について、国などの関係機関へ強く要望活動
を実施します。

地域公共交通確保対策費 750万円

町営バス運行費・過疎バス対策費

町単独道路整備事業費 8,029万円

　国の交付金を活用し、橋梁の点検を実施します。今年度は、町道５０号線桜木橋外３４橋の橋
梁点検を実施します。

社会資本整備総合交付金事業費 1,200万円

交通安全施設設置事業費 1,620万円
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【一部新規】

担当：住民生活課

【一部新規】

担当：住民生活課

【継続】

担当：住民生活課

【一部新規】

担当：総務課

【一部新規】

担当：総務課

　し尿及び浄化槽・生活雑排水等の汚泥を効率的に処理するための
施設の維持管理費です。施設の維持管理には専門的な技術者の確保
が必要なことから、維持管理について民間委託を実施します。また
老朽化している設備機器の更新工事も実施します。

公衆便所維持管理費 736万円

衛生センターし尿処理費 14,071万円

消防施設備品購入費 2,531万円

浄化槽設置管理等特別会計 4,600万円

消防団員作業衣等購入費 863万円

　火災や災害の際には、地域の安心安全のため最前線で活動す
る消防団に対し、安全に活動していただくため、全団員分の雨
具（雨合羽）を支給します。

　消防団に欠かせない備品の配備を毎年行っており、老朽化し
た消防車両も計画的に更新しています。令和２年度は第１支団
第２分団及び第４分団の消防車を更新します。

　安心・安全対策については、近年、大型台風や集中豪雨、豪雪などの自然災害による
被害を受けていることから、防災対策と体制の強化に努めます。また、観光客の増加や
町民の生活様式の変化等に応じた交通安全対策や防犯対策を進めます。

　自然環境を保護するため合併処理浄化槽の設置を推進するとともに、適切な維持管理を行って
いきます。

　町内の公衆便所の維持管理事業費です。新設や改修により利用しやすい環境を整備します。広
河原公衆便所の改修工事および上二表通り公衆便所の合併浄化槽への転換などを実施します。

　生活環境については、河川の水質保全を図るため、合併処理浄化槽の普及に努めま
す。また、町ぐるみでごみの減量化や資源のリサイクル化に取り組みます。

生活環境の充実

安心・安全対策
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【一部新規】

担当：総務課

【継続】

担当：総務課

【継続】

担当：住民生活課

【継続】

担当：建設課

【一部新規】

担当：まちづくり推進室

【一部新規】

担当：総務課

【一部新規】

担当：議会事務局

【一部新規】

担当：総合政策課

　消防団第５支団は平成２８年度に８分団から３分団に再編したため、計画的に詰所を建設して
います。令和２年度は第５支団第２分団詰所建設のための設計業務を行います。

危険ブロック塀等除却事業費 100万円

消防施設維持管理費 476万円

防犯のまちづくり推進事業費 109万円

　各地域で組織されている自主防災・防犯組織のご協力により防犯パトロールの実施をしていた
だいておりますが、併せて交差点や通学路等に防犯カメラを設置するなど、町民の安全安心な生
活の確保に努めます。

　昨年度に引き続き、倒壊の恐れがある危険なブロック塀等の撤去や撤去後新たに安全な塀を設
置する場合に費用の一部を助成します。

６　その他の取組

防災行政無線維持管理費 23,653万円

　防災行政無線の維持管理費です。令和２年度は、昨年度から
の継続事業である、デジタル化更新工事を実施し、全世帯に新
しい戸別受信機を配付します。

庁舎整備事業費 9,052万円

公式ご当地キャラクター事業費 384万円

　新庁舎建設のための基本設計・実施設計を実施します。また、庁舎移転に向けてのサーバー室
の移設工事を実施します。

議会事務費 2,104万円

　新庁舎建設に伴い、議会用放送設備等を整備します。

町有林管理育成費 980万円

　庁舎建設用の木材を調達するため、町有林の間伐および運搬を実施します。

　小鹿野町公式キャラクター「おがニャッピー」を活用し、町
のＰＲ活動を実施します。
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会　　　計　　　名 予　　　算　　　額

一般会計 　７４億３，９００万円　　 ４．４％

国民健康保険特別会計 　１３億４，５０９万円　　 ０．９％

後期高齢者医療特別会計 　　２億８，２６９万８千円 △４．２％

介護保険特別会計 　１６億９，２７５万６千円 １．３％

浄化槽設置管理等特別会計 　　１億４，５００万円　　 ８．２％

病院事業会計 　１６億１，１９５万２千円 ０．３％

国民宿舎事業会計 　　２億４，３３３万５千円 △１．０％

合　　　　　　　　計 １２７億５，９８３万１千円 ２．８％

前年度対比

物件費

1,542,898

21%

人件費

1,585,928

21%

補助費等

1,159,088

16%

公債費

870,344

12%

扶助費

603,640

8%

繰出金

542,558

7%

普通建設事業費

802,234

11%

積立金

15,202

0%

投資及び

出資金

238,939

3%

その他

78,169

1%

地方交付税

2,640,000 

35%

町税

1,249,815 

17%

町債

880,500 

12%

繰入金

994,332 

13%

国庫支出金

388,965 

5%

県支出金

355,361 

5%

使用料及び手

数料

190,898 

3%

諸収入

151,839 

2%

その他

587,290 

8%

令和２年度小鹿野町予算の概要

歳 入

一般会計歳入歳出予算構成比

全会計予算規模

歳 入

歳 出

目的別 性質別

議会費

94,530 

1%
総務費

1,040,266 

14%

民生費

2,012,875 

27%

衛生費

977,394 

13%

農林水産業費

287,505 

4%

商工費

352,663 

5%

土木費

281,581 

4%

消防費

638,895 

9%

教育費

846,905 

11%

公債費

870,344 

12%

その他

36,042 

0%

歳 出

単位：千円

単位：千円

歳 出
単位：千円

※構成比はそれぞれ四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

18



１　令和5年度までの措置として、東日本大震災からの復興を目指し個人住民税に500円加算した分、

　　合計290万円は、「款8消防費・項1消防費・目4防災費」へ充当します。

２　入湯税は、環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設・消防施設その他消防活動に必要な施設整備・

　　観光の振興に要する費用に充てるために課税されているものです。

　　令和2年度分の6,001千円は、「款6商工費・項1商工費・目3観光費」へ充当します。

３　消費税率改定に伴う地方消費税交付金の増加額108,000千円は、下記の「令和2年度当初予算地方

　　消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障４経費その他社会保障施策に要する経

　　費」により充当します。

【歳入】　地方消費税交付金（社会保障財源化分） 千円

【歳出】　社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 千円

国県支出金 地方債 その他

社会保障
財源分の
地方消費
税交付金

その他

社会福祉事業
（社会福祉総務費）

216,765 3,040 0 7,296 19,800 186,629

障害者福祉事業
（障害者福祉費）

440,366 299,104 0 60 13,600 127,602

老人福祉事業
（老人福祉費）

139,889 216 0 45,869 9,000 84,804

児童福祉事業
（児童福祉費）

710,230 210,582 2,800 20,093 46,200 430,555

小 計 1,507,250 512,942 2,800 73,318 88,600 829,590

国民健康保険事業
（繰出金）

113,602 31,831 0 2 7,800 73,969

小 計 113,602 31,831 0 2 7,800 73,969

保健衛生事業
（保健衛生総務費）

72,182 3,289 0 285 6,600 62,008

保健予防事業
（予防費）

61,392 3,404 0 5,763 5,000 47,225

小 計 133,574 6,693 0 6,048 11,600 109,233

1,754,426 551,466 2,800 79,368 108,000 1,012,792

財 源 内 訳 一般財源

令和2年度当初予算地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる
社会保障4経費その他社会保障施策に要する経費

108,000

1,754,426

（単位：千円）

経費

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

合計

事業区分

１ 使途の明確化が必要な財源の充当

資料編
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平成28年度 平成29年度 平成30年度 判断基準

０．３４ ０．３４ ０．３４ 高い方が良い

８３．４ ８３．１ ８５．５ 低い方が良い

８．１ ８．０ ８．０ 低い方が良い

２７．６ ２６．０ ３０．３ 低い方が良い

※用語解説

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき債務（公営企業会計・一部事務組合等・地方公社・第三
セクター等の分を含む）が標準財政規模の何倍あるかを示しています。

将来負担比率　　　　　　（％）

区　　　分

財政力指数（3カ年平均）

経常収支比率　　　　　　（％）

実質公債費比率　　　　　（％）

標準的に係る経費に対する自主的な収入割合で、指数が高いほど財源に余裕があるこ
とになります。いわゆる交付税不交付団体は、この数値が1.0を超えている団体で
す。

財政構造の弾力性を判断する比率で、指数が低いほど弾力性があることになります。
経常的に支出される経費（経常的経費）に充当された一般財源の額が、経常的に収入
される一般財源（経常一般財源）などに占める割合です。

標準的な財政規模に占める元利償還金等（公営企業会計に対する繰出金のうち公債費
に当たるものも含みます。）の割合で、18％を超えると地方債の発行に許可が必要と
なります。

２ 財政指標

３ 一般会計当初予算の推移

63億2千2百万円

66億4千1百万円

78億3千万円

71億8千万円

72億8千4百万円

71億9千4百万円

７１億７千2百万円

７１億2千5百万円

７４億3千9百万円

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

25億8千5百万円

25億6千7百万円

25億5千2百万円

25億4千8百万円

26億5千5百万円

26億2千9百万円

25億3千8百万円

25億1千9百万円

25億8千4百万円

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

４ 普通交付税の推移

５ 基金（貯金）残高の推移

※R1は決算見込みです
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H30年度末の基金の内訳

基金 残高

財政調整基金 13億5千1百万円

減債基金 8億7千5百万円

地域振興基金 8億5千万円

土地取得基金 1億6千3百万円

その他 1億3百万円

合計 33億4千2百万円

H30年度末の起債の内訳

起債の種類 残高

元利償還金に
対する地方交
付税による措
置率

起債全体に対
する割合

臨時財政対策債 32億円 100% 40.8%

辺地債 3千2百万円 80% 0.4%

減税補てん債 2千6百万円 75% 0.3%

合併特例債 36億3千万円 70% 46.3%

過疎債 3億4千2百万円 70% 4.4%

緊急防災・減災事業債 4千9百万円 70% 0.6%

出資債 2億9千1百万円 50% 3.7%

その他 2億6千5百万円 - 3.5%

合計 78億3千5百万円 - 100.0%

　起債全体の約8割が国の交付
税制度に基づき、元利償還金
に対して高い措置率で町に交
付されています。

施設整備基金、ふるさと応援基金、過疎地域自立促進基金、
社会福祉施設整備基金

備考

基金の使い道

歳入が不足する場合の財源

地方債の償還の財源

新町建設計画に基づき、地域振興を図るための事業の財源

公共用地取得のための財源

５ 基金（貯金）残高の推移

６ 地方債（借金）残高の推移

33億4千2百万円

21億5千8百万円

23億6千1百万円

23億9千4百万円

22億8千万円

24億9千4百万円

23億9千5百万円

29億9千9百万円

33億6百万円

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

66億6千4百万円

64億9千5百万円

63億1千5百万円

66億8千8百万円

69億7千万円

72億2千1百万円

75億9百万円

78億3千5百万円

79億7百万円

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

※R1は決算見込みです

※R1は決算見込みです

※R1は決算見込みです
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総務課 町長秘書、人事、給与、研修、厚生、選挙、管財、文書管理、法制執務、人権、
７５－１２２１(代) 行政区・コミュニティ、広聴広報、統計、危機管理の総合調整、消防防災など
まちづくり推進室 新庁舎建設、空き公共施設の利活用、地域商社設立など
２６－６５８１

総合政策課 予算編成、起債管理、行政改革、総合的施策の企画調整、各種計画策定、
７５－４１９７ 地方創生、入札・契約、情報政策、情報公開・個人情報保護など
税務課 町民税・固定資産税などの町税及び国民健康保険税の税額の決定と徴収
７５－４１２５ 税務証明の発行など
住民生活課 戸籍、住民登録・証明、印鑑登録・証明、国民年金、環境保全、自然保護、
７５－４１７０ 防犯、交通安全など
子育て包括支援室 妊娠期からの子育て総合相談窓口
７５－４１０１ 母子保健、保育所、児童手当、乳幼児医療など

会計課 支出負担行為の確認、収入・支払いに関すること、預金・基金の運用、
７５－４１３６ 決算の調整など
議会事務局 議会事務、議会運営など
７５－４１９９

おもてなし課 観光・商業振興、消費生活、観光協会、振興公社、町営バス、両神庁舎管理、
７９－１１２２ 両神庁舎の住民・税・会計窓口など
山岳クライミング推進室 クライミングパーク神怡舘の運営、山岳情報の収集・発信など
２６－７８０５

産業振興課 農業・農道、林業・森林管理道、農業委員会、農業者年金、工業、企業誘致、
７９－１１０１ 自然エネルギーなど
建設課 町道新設改良、建築営繕、地籍調査、町営住宅管理、登記、都市計画など
７９－１２０４

福祉課 民生委員、社会福祉、高齢者福祉、障害者福祉、国民健康保険（税以外）、
７５－４４２１ 後期高齢者医療、介護保険など
保健課 健康増進・健康管理、保健指導、母子保健（乳幼児健診等）、予防接種、
７５－０１３５ いきいき館、介護予防、在宅介護など

町立病院 総合診療科(内科・外科)、整形外科、婦人科、耳鼻咽喉科、眼科、心療内科、
７５－２３３２ リハビリテーション科

衛生センター（住民生活課） し尿・浄化槽汚泥等の処理、浄化槽の設置・管理・保守点検・清掃、
７５－０３５２ し尿・浄化槽汚泥等の収集運搬など

社会教育課 生涯教育、青少年健全育成、芸術文化振興、文化財保護、スポーツ振興、
７５－００６３ 各体育施設の管理など
中央公民館 小鹿野文化センターの管理運営、文化活動の推進、各種講座、
７５－００６３ その他公民館事業など

学校教育課 教育委員会総務事務、学校教育事務、小中学校校舎・園舎維持管理、
７９－１２０１ 小中・幼児教育、学校給食など
両神公民館 両神ふるさと総合会館管理運営、文化活動の推進、各種講座、その他公民館事業など
７９－１３１１

町立図書館 図書館の管理運営、資料の収集、貸し出し、学校・公民館等との連絡・協力など
７９－０１５０

両神庁舎 【小鹿野町両神薄2906番地】

保健福祉センター 【小鹿野町小鹿野300番地】

町立病院 【小鹿野町小鹿野300番地】

衛生センター 【小鹿野町伊豆沢10番地】

小鹿野文化センター 【小鹿野町小鹿野167番地1】

両神ふるさと総合会館 【小鹿野町両神薄2713番地1】

７ 小鹿野町役場・担当一覧

小鹿野庁舎 【小鹿野町小鹿野89番地】
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負担金 611       

合　計　 62,148    

循環器検診費 学校教育課 児童生徒の循環器検診についての負
担金です。

負担金 69        

介護認定審査会費 福祉課 介護認定審査会についての負担金で
す。（介護保険特別会計）

消防費 総務課 常備消防の業務についての負担金で
す。

負担金 24,777    

結核予防費 保健課 結核予防にかかるエックス線検査に
ついての負担金です。

負担金 260       

救急医療施設費 保健課 救急医療施設についての負担金で
す。

負担金 705       

自立支援審査会費 福祉課 自立支援審査会についての負担金で
す。

負担金 133       

斎場費 住民生活課 秩父斎場の火葬業務についての負担
金です。

負担金 1,617     

清掃費 住民生活課 秩父クリーンセンターと秩父環境衛
生センターのごみ処理業務について
の負担金です。

負担金 7,594     

住民生活課 水道事業についての負担金です。
水道局にて実施する広域化や運営基
盤強化の国庫補助事業に対して、繰
出基準に基づく出資を行います。引
き続き、水道料金の差額分を補助し
町民への負担を軽減します。

負担金 6,755     

出資金 16,889    

水道事業 総務課 消火栓の設置や維持管理にかかる負
担金です。

負担金 1,101     

一般管理費 総合政策課 議会・総務業務についての負担金で
す。

負担金 1,637     

　　秩父広域市町村圏組合への負担金等

　秩父広域市町村圏組合は、秩父地域の１市４町における１０事業を共同処理してお
り、各事業の負担割合等に応じて、各市町から負担をしています。

種別 担当課 内容 科目
金額

（万円）


